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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

　

9
月
の
市
民
懇
談
会
は
、

女
性
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

﹃
女
性
の
力
で
何
か
を
変
え

る
﹄
を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
行

い
ま
す
。

　

市
政
に
関
心
は
あ
っ
た

が
、
男
性
の
意
見
が
強
か
っ

た
た
め
市
政
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
、
な
か
な
か
参
加
す

2007今月の

る
機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
の
皆
さ
ん
が
普
段

思
っ
て
い
る
こ
と
や
未
来

の
香
取
市
の
た
め
に
実
行
し

た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
女
性
の

視
点
か
ら
市
長
に
ご
意
見
、

ご
提
言
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
懇
談
会
会
場
で
は

保
育
士
が
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
が
い
る
女
性
の
皆
さ
ん

も
、ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
座
談
会

　

5
人
以
上
の
集
ま
り
（
政

治
的
・
宗
教
的
集
ま
り
は
除

く
）
で
、
市
長
と
懇
談
を
希

望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
れ

ば
、
市
長
が
お
邪
魔
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す

る
グ
ル
ー
プ
座
談
会
の
開

催
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
広

聴
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

8
月
末
日
現
在
の
開
催
状

況
は
、
7
団
体
、
約
2�

2�

0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
(50)
1
2
0
4

■対象　女性
（両日とも市内全域の市民〈女性〉対象）
■日時・会場
₉月22日㈯　13時30分～15時
　　　　　　佐原中央公民館大会議室
₉月29日㈯　13時30分～15時
　　　　　　山田公民館視聴覚室

　

7
月
・
8
月
に
行
わ
れ
た
中
学
校
お
よ
び
高
校
の

関
東
大
会
、
全
国
大
会
に
、
本
市
か
ら
延
べ
90
人
が

出
場
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
結
果
、

す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
、香
取
市
の
名
を
関
東
・

全
国
に
響
か
せ
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

︻
中
学
生
︼

全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

小
見
川
中
カ
ヌ
ー
部

1
位　

男
子
K
︲
1
⋮
實
川
純

一
郎
、
同
K
︲
2
⋮
志
村
優ゆ
う
・

實
川
純
一
郎
、
同
K
︲
4
⋮
志

村
優
・
實
川
純
一
郎
・
和
田
卓

也
・
浅
井
慎
平
、
男
子
C
︲
1

⋮
宮
崎
雅
斗　

同
C
︲
2
⋮
宮

崎
雅
斗
・
菅
谷
健
太

2
位　

男
子
K
︲
1
⋮
志
村
優
、

同
K
︲
2
⋮
和
田
卓
也
・
浅
井

慎
平
、
同
C
︲
1
⋮
菅
谷
健
太

4
位　

男
子
K
︲
1
⋮
和
田
卓

也5
位　

男
子
K
︲
4
⋮
伊
藤
陽

介
・
篠
塚
巧
・
向
後
拓
真
・
高

橋
龍
之
介

※
K
︲
1
・
K
︲
2
・
K
︲
4

（
カ
ヤ
ッ
ク
1
人
・
2
人
・
4

人
乗
り
）、
C
︲
1
・
C
︲
2
（
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
1
人
・
2
人
乗
り
）

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

2
位　

棒
高
跳
⋮
小
倉
信
秀

（
小
見
川
中
）

3
位　

砲
丸
投
⋮
荒
井
菜
々
子

（
佐
原
中
）

出
場
⋮
久
保
木
裕
也
（
香
取

中
）、高
橋
友ゆ

果か

・
木
田
奈な
な
え苗

・

寺
下
祥
子
（
小
見
川
中
）

全
国
中
学
選
手
権
競
漕
大
会

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
1
位　

諏
訪
知ち

章あ
き

、
高
橋
伸の
ぶ

征ゆ
き

（
小
見
川
中
）

全
国
中
学
校
柔
道
大
会　

ベ
ス
ト
8
・
敢
闘
賞　

60
㎏
級

藤
崎
和か
ず
ま真

（
佐
原
中
）　

※
関

東
大
会
出
場

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

出
場　

4
0
0
m
M
R
⋮
佐
原

中
（
佐
藤
塁
、
菅
谷
允み
ず
き希

、
堀

越
優
希
、
菅
谷
佳
之
、
香
取
佑

哉
、
小
林
佳よ
し
み稔
）

関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

1
位　

棒
高
跳
⋮
小
倉
信
秀

（
小
見
川
中
）

2
位　

走
幅
跳
・
4
×
1�

0�

0�

m
R
⋮
高
橋
友
果
（
小
見
川

中
）、
砲
丸
投
⋮
荒
井
菜
々
子

（
佐
原
中
）

5
位　

走
幅
跳
⋮
久
保
木
裕
也

（
香
取
中
）、
走
高
跳
⋮
山
上
璃り

郎お

（
小
見
川
中
）

8
位　

1
年
走
幅
跳
⋮
香
取
優

花
（
香
取
中
）

出
場　

髙
橋
彩
香
（
佐
原
中
）、

木
田
奈
苗
（
小
見
川
中
）

関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

6
位　

4
0
0
m
M
R
⋮
佐
原

中
（
蝦え
び
な名
康
恵
・
根
本
佳
奈
・

髙
塚
真
喜
子
・
鳥
羽
瑞み
ず
き生
・

坂
口
由
里
子
・
根
本
綾
乃
）、

4
0
0
m
自
由
形
⋮
向
後
大
貴

（
小
見
川
中
）

出
場
⋮
山
本
早さ
と
ぎ伽
（
佐
原
五

中
）、
山
中
祥よ
し
き輝
（
佐
原
中
）

︻
高
校
生
︼

全
国
高
校
総
体
陸
上
競
技
大
会

2
位　

4
×
4
0
0
m
R
⋮
熱

田
智
也
（
成
田
高
）

全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
大
会

4
位　

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

⋮
小
見
川
高
（
大
山
優ま

さ
ひ
で英

・
田

山
明
・
浦
上
広
志
・
木
村
昌
志
・

藤
个
崎
俊し

ゅ
ん）

全
国
高
校
総
体
陸
上
競
技

関
東
地
区
大
会

2
位　

3
0
0
0
m
障
害
⋮

菅
谷
篤
人
（
市
立
銚
子
西
）、

1
0
0
m
H
⋮
鈴
木
智ち

絵え

（
佐

原
高
）

3
位　

4
×
4
0
0
m
R
⋮
熱

田
智
也
（
成
田
高
）

4
位　

棒
高
跳
⋮
坂
本
哲さ
と
る（

佐

原
高
）、
4
0
0
m
H
⋮
小
川

直
子
（
佐
原
高
）、
七
種
競
技

⋮
香
取
春
奈
（
市
立
船
橋
高
）

5
位　

棒
高
跳
⋮
石
橋
拓
也

（
成
田
高
）、
砲
丸
投
⋮
多
田

和や
わ
ら（
佐
原
高
）
以
上
全
国
高

校
総
体
出
場

※
敬
称
略
。
高
校
生
は
在
住
・

在
校
の
生
徒

Ｍ
⋮
メ
ド
レ
ー

Ｒ
⋮
リ
レ
ー

Ｈ
⋮
ハ
ー
ド
ル

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課☎

(50)
1
2
2
1

全
国
大
会
、
関
東
大
会
成
績

小倉信秀(小見川中)棒高跳関東₁位・全国₂位
小見川中全国大会カヌー₅種目、ボートダブルスカル制覇

若きアスリートたちの記録

▲棒高跳で全国₂位となった小倉信秀さん

▲ 砲丸投げで全国₃位となった荒井
菜々子さん（手前）

女性の力で何かを変える
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介
護
保
険

実
施
状
況

高
齢
化
率

25
・
3
パ
ー
セ
ン
ト

　

高
齢
者
数
（
65
歳
以
上
）
は

2
2
2
2
1
人
で
、
高
齢
化
率

（
全
人
口
に
対
す
る
65
歳
以
上

の
割
合
）
は
25
・
3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

前
年
の
1
市
3
町
を
合
わ

せ
た
高
齢
者
数
と
比
較
す
る
と

3
8
9
人
増
加
し
、
高
齢
化
率

は
0
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
全
人
口
で
は
逆
に

8
8
1
人
減
少
し
て
お
り
、
今

後
も
本
市
で
は
高
齢
化
率
の
上

昇
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

多
い
軽
度
要
介
護
者

　

平
成
18
年
度
よ
り
介
護
保
険

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
要
介
護

状
態
区
分
が
6
段
階
か
ら
7
段

階
に
変
わ
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
要
介
護
1
が
要
支
援
2

と
要
介
護
1
の
2
段
階
に
区
分

け
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
平
成
19
年
3
月
末
日

に
お
い
て
、
要
介
護
（
支
援
）

認
定
者
数
は
2
6
9
3
人
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
1
8
1
人

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
要
支
援
者
（
要
支
援

1
・
2
）
が
5
1
6
人
、
軽
度

要
介
護
者
（
要
介
護
1
・
2
）

が
1
0
0
2
人
、
中
度
要
介
護

者
（
要
介
護
3
）
が
4
9
9
人
、

重
度
要
介
護
者
（
要
介
護
4
・

5
）
が
6
7
6
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
軽
度
要
介
護
者

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
年
と
比
較
す
る

と
、
中
度
要
介
護
者
で
あ
る
要

介
護
3
が
最
も
多
く
増
え
て
い

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者

2
0
1
9
人

　

認
定
者
の
う
ち
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

数
が
2
0
1
9
人
で
受
給
率
は

75
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は

76
％
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
24
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
利
用
者
は
横
ば
い

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

は
、
5
0
4
人
で
、
前
年
と
比

較
し
て
15
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
療
養
型
医
療
施

設
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
指
定

を
辞
退
す
る
病
院
が
増
加
し
、

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の

分
、
老
人
保
健
施
設
へ
の
入
所

が
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

８
割
は

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
利
用

　

平
成
18
年
度
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
数
は
、
多
い
順

で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
用

具
貸
与
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
実
利
用
人
数

1
5
2
5
人
の
う
ち
、
約
8
割

の
人
が
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
よ
り
利
用
者
が

特
に
増
え
て
い
る
の
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
今
後

も
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
福
祉
用

具
貸
与
は
、
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
(50)
1
2
0
8

　

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
12
年
4
月
の
ス

タ
ー
ト
以
来
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
拡
大
す
る
な
ど
、
老
後
の
安

心
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
介
護
保
険
の
実
施
状
況
を
平
成
19
年
3
月

末
日
の
実
績
を
も
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
新

た
に
﹁
地
域
支
援
事
業
﹂
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
保
険
者
が
要

介
護
状
態
な
ど
と
な
る
こ
と

を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
要

介
護
状
態
な
ど
と
な
っ
た
場

合
で
も
、
可
能
な
限
り
地
域

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
、
介
護
予
防
事
業

（
※
特
定
高
齢
者
施
策
お
よ

び
一
般
高
齢
者
施
策
）、
包

括
的
支
援
事
業
（
介
護
予
防

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
総
合

相
談
・
権
利
擁
護
事
業
お
よ

び
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
事
業
）
を
行
う

ほ
か
、
現
に
要
介
護
者
を
介

護
す
る
人
に
対
し
支
援
を
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
各
事
業

未利用者
674人

（25％）

施設
494人

（24％）
在宅
1525人

（76％）

利用者
2019人
（75％）

未利用者
674人

（25％）

認定者　2693人

利用者　2019人

施設
494人

（24％）
在宅
1525人

（76％）

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000

福祉用具購入

住宅改修

有料老人ﾎｰﾑなど

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

ｼｮｰﾄｽﾃｲ

居宅療養管理指導

福祉用具貸与

通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
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訪問看護

訪問入浴介護

ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ

244
189

150
126

0
14

738
917

991
861

150
101

1210
1072

1109
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2244
2343

6433
6149

4573
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8156
8629

5281
5174

平成17年度

平成18年度

人
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84000
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平成18年3月末日 平成19年3月末日

後期高齢者人口（75 歳以上）

21832
高齢者人口（65 歳以上）

全人口

22221

88718
87837

10800 11166

65歳以上･75歳以上 全人口（住基人口）

人 人

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

312 746 389 403 330 332

273 243 562 440 499 355 321

312 746 389 403 330 332

273 243 562 440 499 355 321

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

平成18年
3月末日

2512人

平成19年
3月末日

2693人

人

へ
の
参
加
者
数
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

※
特
定
高
齢
者
⋮
要
介
護
・

要
支
援
状
態
に
陥
る
お
そ
れ

の
高
い
虚
弱
な
高
齢
者
の
こ

と問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　

☎
(50)
1
2
0
8

■在宅サービス利用者数

■サービス利用者数

■要介護（支援）認定者数

■人口と高齢者人口の推移

※毎月の利用者数をサービス別に集計。複数のサービスを
　利用した場合は、重複して集計しています

家族介護教室

（介護者に対する家族教室を5回開催）
47人

生活管理指導員派遣事業

（ホームヘルパー派遣）
21人

筋力向上トレーニング事業

（トレーニングマシーンなどを使った教室を年8回開催）
53人

転倒骨折予防教室（₅回開催） 29人

介護予防ケアプラン作成 2,240件

総合相談（各種相談への対応）

（うち虐待防止・予防、権利擁護関係相談件数）

689件

143件

事業名 件数

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

地
域
支
援
事
業

実
施
状
況

0

50

100

150

200

250

300

特別養護老人ホーム 老人保健施設 療養型医療施設

233 236 226 260233 236 226 260

30
8

平成18年3月末日

平成19年3月末日

人

■施設サービス利用者数

※毎月の利用者数をサービス別に集計。複数のサービスを
　利用した場合は、重複して集計しています
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秋
の
交
通
安
全
運
動
が
9
月

21
日
㈮
か
ら
30
日
㈰
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
本
格
的
な
高
齢
社

会
の
到
来
に
伴
う
高
齢
者
の
交

通
事
故
情
勢
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
﹁
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
﹂
を
運
動
の
基
本
と
し
次

の
4
つ
を
重
点
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

①
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

高
齢
者
が
道
路
横
断
中
に
事

故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
高
齢
者
の
皆

さ
ん
は
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機

能
の
低
下
か
ら
、
視
野
が
狭
く

な
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
が
交

通
事
故
に
あ
う
原
因
の
1
つ
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
を
横

断
す
る
と
き
は
、
必
ず
左
右
の

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

3 広報【行政情報】

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

21
₉

金

30
₉

日

■
法
律
の
概
要

　

今
ま
で
は
、
年
金
記
録
が

訂
正
さ
れ
た
場
合
や
、
年
金

が
増
額
さ
れ
た
場
合
で
も
、

直
近
の
5
年
間
分
の
年
金
に

限
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、﹁
年
金
時
効
特
例
法
﹂

の
成
立
に
よ
り
、
時
効
消
滅

に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
年
金
も
、
全
期

間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
人

　

年
金
が
増
え
た
人
や
、
受

給
資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た

に
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
人
は
、
年
金
（
老

齢
・
障
害
・
遺
族
）
の
時
効

消
滅
分
の
全
期
間
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
該
当
者
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
人

　

増
額
さ
れ
た
年
金
や
未
支

給
年
金
が
全
期
間
分
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
記
録
の
訂
正
手
続

き
以
外
に
、
特
別
な
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
既
に
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
で
、
年
金
記

録
の
訂
正
が
必
要
な
人
に
は
、

9
月
か
ら
社
会
保
険
庁
よ
り

手
続
き
用
紙
を
順
次
郵
送
し

ま
す
。
す
ぐ
に
手
続
き
を
す

る
場
合
に
は
、
千
葉
社
会
保

険
事
務
局
佐
原
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
金
相
談
番
号

﹁
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
﹂

☎
0
5
7
0
(05)
1
1
6
5

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
☎
(50)
1
2
2
8

千
葉
社
会
保
険
事
務
局
佐
原

事
務
所　

☎
(55)
1
6
6
1

年
金
時
効
特
例
法

緑の募金総額

1,302,177 円
　

4
月
か
ら
7
月
末
日
ま
で
実
施
し
た

緑
の
募
金
運
動
に
は
、多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
期
間
中
の
市
へ
の
募
金
総
額

は
1
，3
0
2
，1
7
7
円
と
な
り
ま
し

た
。
募
金
は
、
国
・
県
・
市
町
村
に
振

り
分
け
ら
れ
、
緑
化
の
推
進
、
森
林
整

備
、
緑
の
少
年
団
育
成
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
事
業
に
対
し
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
政
課
☎
(50)
1
2
5
8

インフルエンザ

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
高
齢
者
を
見
か
け
た
場

合
は
、
高
齢
者
の
行
動
を
よ
く

見
て
﹁
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
﹂
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

②
飲
酒
運
転
は
犯
罪

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
運

転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
お
酒
を
勧

め
た
り
、
車
に
同
乗
し
た
だ
け

で
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
﹁
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な

い
﹂﹁
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運

転
さ
せ
な
い
﹂﹁
運
転
す
る
人

に
は
酒
を
勧
め
な
い
﹂
を
実
行

し
、
悲
惨
な
事
故
を
招
く
飲
酒

運
転
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
意
外

と
長
く
体
内
に
留
ま
り
、
身
体

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

翌
日
で
も
身
体
に
ア
ル
コ
ー
ル

が
残
っ
て
い
る
状
態
で
の
運
転

は
、
酒
気
帯
び
運
転
や
酒
酔
い

運
転
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

③
早
め
に
点
灯

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
は

～
油
断
せ
ず　

い
つ
も
心
に　

初
心
者
マ
ー
ク
～

～
夜
の
道　

安
全
サ
イ
ン　

反
射
材
～

　

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合

は
、
市
が
費
用
の
一
部
を
負
担

し
ま
す
。

　

接
種
希
望
者
は
、
市
内
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
は
、

接
種
を
受
け
る
法
律
上
の
義
務

は
無
く
、
自
ら
の
意
思
で
接
種

を
希
望
す
る
人
が
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
は
イ
ン
フ

cm
120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
に
間
に

合
う
よ
う
に
、
12
月
中
旬
ま
で

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
接
種
日
に
満
65
歳
以

上
の
人
な
ど

■
市
が
負
担
す
る
額

　

1
0
0
0
円
（
接
種
し
た
人

は
医
療
機
関
の
窓
口
で
接
種
費

用
の
う
ち
1
0
0
0
円
を
控
除

し
た
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
）

■
期
間　

10
月
1
日
㈪
～
12
月

31
日
㈪　

予
診
票
は
市
内
各
医

療
機
関
に
あ
り
ま
す

■
そ
の
他　

市
外
の
医
療
機
関

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
は
任
意
の
予

防
接
種
で
す
。
必
ず
保
険
証
を

持
参
し
、医
師
の
診
察
を
受
け
、

予
診
票
に
記
入
署
名
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
☎
(50)
1
2
3
5

小
健
康
福
祉
課
☎
(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課
☎
(78)
2
1
4
2

栗
健
康
福
祉
課
☎
(75)
3
0
0
0

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
も
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
反
射
材
を

付
け
た
り
明
る
い
服
装
に
す
る

な
ど
し
て
交
通
事
故
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

④
正
し
く
着
用

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
正
し
く
着
用
し
て

い
な
い
と
、
衝
突
時
に
ハ
ン
ド

ル
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
胸
、

頭
な
ど
を
ぶ
つ
け
た
り
、
車
外

に
放
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
し

て
、
重
い
傷
害
を
負
う
危
険
性

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
乗
用
車

な
ど
で
は
、
前
面
衝
突
や
側
面

衝
突
時
の
安
全
性
が
向
上
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
効
果
を
十
分

発
揮
す
る
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
が
不
可
欠
で
す
。
運

転
席
、
助
手
席
に
乗
る
人
だ
け

で
な
く
後
部
座
席
に
乗
る
人
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課

☎
(50)
1
2
4
8

予防接種費用一部負担

就学時健康診断
　平成20年度に、小学校に入学する予定
者の健康状態を把握し、入学後の健康の
保持・増進の参考にすることや、それぞ
れのお子さんに適した教育を行うための
参考にするために、就学時健康診断を実
施します。
　詳しくは、関係保護者宛に文書でお知
らせします。
　当日都合のつかない場合や、不明な点
などは、各区の問い合わせ先までご連絡
ください。受付時間は、学校によって異
なりますので通知をご覧ください。

佐原区

◇健診日と対象学区　
11月₉日㈮　12時30分～13時30分
佐原小・北佐原小
11月16日㈮　12時30分～13時30分
東大戸小・竟成小・福田小・香取小・神
南小・瑞穂小・湖東小・新島小・津宮小・
大倉小

◇場所　いずれも佐原中央公民館
問い合わせ　学校教育課　☎(50)1239

小見川区　
◇健診日と対象学区
11月₆日㈫　12時45分～13時15分
小見川中央小
11月₆日㈫　13時30分～14時
小見川東小・小見川西小・小見川南小・
小見川北小

◇場所　いずれも小見川区事務所2階
問い合わせ　小教育課　☎(82)2122

山田区

◇健診日と対象学区　
10月18日㈭　12時30分～12時45分
第一山倉小・府馬小
10月18日㈭　13時30分～13時45分
山倉小・八都小・八都第二小

◇場所　いずれも山田公民館
問い合わせ　山教育課　☎(78)4431

栗源区

◇健診日と対象学区　
10月17日㈬　13時30分～14時
栗源小・高萩小・沢小

◇場所　栗源小学校体育館
問い合わせ　栗教育課　☎(75)2117
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全
国
伝
統
や
き
も
の
窯
元
事
典

み
わ
明
／
編

　

日
本
各
地
の
や
き
も
の
窯
元

を
、
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄

ま
で
地
域
別
に
分
け
、
8
0
0

項
目
を
立
て
て
、
地
域
ご
と
に

異
な
る
陶
磁
器
の
特
徴
と
由

来
、
作
陶
に
取
り
く
む
窯
元
の

現
状
な
ど
、
作
品
写
真
を
交
え

紹
介
。
全
国
各
地
の
陶
磁
器
会

館
な
ど
の
関
連
施
設
も
収
録
。

男
の
シ
ャ
ツ
の
本

嶋
崎
隆
一
郎
／
著

　

メ
ン
ズ
シ
ャ
ツ
の
基
本
型
で

あ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン

を
中
心
に
紹
介
。
シ
ャ
ツ
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
話
を
交
え
、

初
心
者
か
ら
メ
ン
ズ
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
目
指
す
人
ま
で
役
立
つ

一
冊
。
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
、
Ｘ
Ｌ
の

実
物
大
パ
タ
ー
ン
つ
き
。

１
年
中
咲
き
続
け
る
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
大
図
鑑井

上
眞
知
子
／
監
修

　

草
花
の
育
て
方
か
ら
ガ
ー
デ

ン
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
ま

で
、
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
で
初
心

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を

紹
介
し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
、
旅
行
記
や
絵
本
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い

ま
す
。

今月のおすすめ

香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
出
来
事
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

夏
の
夜
を
音
楽
で
涼
む

栗
源
の
夏
ま
つ
り

　

栗
源
の
夏
ま
つ
り
が
、
栗

源
運
動
広
場
で
8
月
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
ま
つ
り
は
、
音

楽
の
祭
典
。
地
域
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
中
峰
芸
座
保
存
会

の
下
座
囃
子
や
、
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
﹁
響
﹂
と
和
太
鼓
教

室
生
の
体
の
芯
ま
で
響
く
演

奏
、﹁
サ
ン
ク
・
エ
ト
ワ
ー
ル
﹂

の
金
管
楽
器
と
ド
ラ
ム
を
用

い
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
々
は
手
拍
子

を
打
っ
た
り
、
体
全
体
で
リ

ズ
ム
を
と
っ
た
り
し
て
、
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

の漁(涼)や味を楽しむ
道の駅くりもとオープン₅周年記念祭夏盆

ふ
ぇ
す
た
in
佐
原
2
0
0
7

野
川
に
浮
か
ぶ
夢
灯
ろ
う

小
　道の駅くりもとでオープン₅周年を記念するイベントが₈月
12日に開催されました。
　今年の目玉は、品揃えが自慢の「道の駅商店街」。訪れた人
たちは、普段店頭に並ばないような商品の数々に興味津々で、
各商店は行列ができるほど盛況でした。

とったどー！

　また、ニジマスのつかみ捕り
やジャンボ流しそうめんなど、
イベント盛りだくさんで、大人
だけでなく子どもたちも楽しめ
た一日となりました。

　

8
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
、
ろ
う
そ
く
の
灯
り
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
小
野
川
に
は
多
く
の
人
た
ち

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
18
日
に
は
﹁
盆
ふ
ぇ
す
た
in
佐
原

2
0
0
7
﹂
が
開
催
さ
れ
、
縁
日
や
夜
店
が
出
店
し

た
ほ
か
、
伊
能
忠
敬
旧
宅
前
で
は
佐
原
囃
子
と
手
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
潮
来
市
か
ら
の
参

加
や
、
観
客
も
手
踊
り
の
先
生
か
ら
踊
り
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
て
、
一
緒
に
最
後
の
総
踊
り
に
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
原
幼

稚
園
児
の
夢
を
乗

せ
た
、
夢
灯
ろ
う

流
し
も
行
わ
れ
、

3
0
0
以
上
の
灯

ろ
う
の
灯
り
で
照

ら
さ
れ
た
小
野
川

は
、
普
段
と
は
違

う
幻
想
的
な
世
界

と
な
り
ま
し
た
。

▲多くの観客に見守られながらゆっくりと流れる灯ろう

▲「サンク・エトワール」のコンサート

▲中峰芸座保存会の下座囃子

▲和太鼓教室生の演奏

▲数々の店が並ぶまつり会場

▲潮来と寺宿区による手踊りの共演

▲びしょぬれになって魚を捕まえた ▲次々と流れてくる流しそうめん
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Vol.18香取遺産

　

香
取
市
の
地
図
を
広
げ
て
み

る
と
、
ほ
ぼ
中
央
に
﹃
織
幡
﹄

が
あ
り
ま
す
。
平
安
後
期
の
香

取
文
書
に
も
、
香
取
神
宮
大お
お

禰ね

宜ぎ

家
の
私
領
と
し
て
そ
の
村
名

5 広報【まちかど通信】

が
見
え
る
旧
村
で
す
。

　

こ
の
織
幡
に
花か

見げ
ん

寺じ

と
い
う

お
寺
が
あ
り
ま
す
。
真
言
宗
の

寺
院
で
、
山
号
を
天て
ん

竺じ
く

山さ
ん
と
い

い
ま
す
。
か
つ
て
は
大
き
な
伽が

藍ら
ん
を
有
し
て
い
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
に
寺
後
・
寺

小
路
・
大
門
・
大
木
戸
・
寺
屋

敷
と
い
っ
た
関
連
を
思
わ
せ
る

小
字
名
が
残
る
こ
と
か
ら
、
伝

承
の
と
お
り
大
き
な
お
寺
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い

つ
の
こ
ろ
か
廃
寺
と
な
り
、
現

在
は
そ
の
跡
地
に
薬
師
堂
一い
ち

宇う

が
建
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

こ
の
薬
師
堂
に
は
、
ご
本
尊

の
薬
師
如
来
を
は
じ
め
、
県
指

定
有
形
文
化
財
の
仏
像
5
体
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
33
年
に

一
度
ご
開
帳
さ
れ
ま
す
（
前
回

は
平
成
6
年
）。

　

銅
造
薬
師
如
来
立
像
（
像
高

48
・
5
㎝
）、
銅
造
阿
弥
陀
如
来

立
像
（
像
高
46
・
3
㎝
）、
銅
造

観
世
音
菩
薩
立
像
（
像
高
33
・

5
㎝
）、
銅
造
十
一
面
観
世
音
菩

薩
立
像
（
像
高
43
・
9
㎝
）、
木

像
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像（
像

高
1
3
0
㎝
）
で
、
い
ず
れ
も

昭
和
33
年
4
月
23
日
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

鎌
倉
時
代
の
仏
像

　

ま
ず
、
4
体
の
銅
造
仏
で
す

が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
に
流

行
し
た
宋
風
彫
刻
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、
細
部
の
表
現
方
法

や
処
理
の
仕
方
、
鋳
造
技
術
の

面
か
ら
、
正
統
な
仏
師
に
よ
る

造
像
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
4
体

と
も
本
体
は
頭
か
ら
像
底
ま
で

を
一
度
に
鋳い

上あ

げ
た
一い
っ

鋳ち
ゅ
うで

、

白び
ゃ
く

毫ご
う
に
大
き
め
の
水
晶
を
嵌は

め

込
ん
で
い
ま
す
。

　

薬
師
如
来
像
は
、
両
手
首
か

ら
先
は
別
鋳
で
、
ほ
ぞ

を
作
っ
て

は
め
込
ん
で
い
ま
す
。
特
に
薬や
っ

壺こ

を
載
せ
た
左
手
は
、
明
ら
か

に
他
の
部
位
と
造
り
が
異
な
っ

て
お
り
、
後
世
に
変
更
さ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
本
像
は
、

横
芝
光
町
の
隆
台
寺
銅
造
阿
弥

陀
如
来
立
像
（
県
指
定
）
と
酷

似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ

仏
師
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
像
と
観
世
音
菩

薩
像
は
、
い
わ
ゆ
る
善
光
寺
式

阿
弥
陀
三
尊
像
の
中
ち
ゅ
う

尊そ
ん
と
脇わ
き

侍じ

で
す
。
脇
侍
の
も
う
一
体
勢
至

菩
薩
像
は
現
存
し
ま
せ
ん
。

　

善
光
寺
式
の
阿
弥
陀
如
来
像

は
、
垂
下
し
た
左
手
の
人
差
し

指
と
中
指
を
伸
ば
し
他
の
指
を

曲
げ
る
﹁
刀
印
﹂
と
い
う
印
相

が
特
徴
で
す
。
ま
た
脇
侍
観
音

菩
薩
像
は
、
胸
前
で
両
手
を
水

平
に
重
ね
た
梵ぼ
ん

筐き
ょ
うの

印
を
結
び
、

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

テ
ー
マ
別
ガ
ー
デ
ン
実
例
も
豊

富
に
収
録
。
育
て
て
み
た
い
花

図
鑑
1
2
9
種
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
基
礎
知
識
も
掲
載
。

11
ぴ
き
の
ね
こ
と
あ
ほ
う
ど
り

馬
場
の
ぼ
る
／
さ
く　

　

ね
こ
た
ち
が
コ
ロ
ッ
ケ
屋
さ

ん
を
始
め
ま
し
た
。
と
て
も
お

い
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
で
す
が
毎
晩

売
れ
残
り
を
食
べ
て
い
る
う
ち

に
す
っ
か
り
飽
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
の

は
旅
の
途
中
の
あ
ほ
う
ど
り
。

さ
て
、
ね
こ
た
ち
は
﹁
鳥
の
丸

焼
き
﹂
に
う
ま
く
あ
り
つ
け
る

で
し
ょ
う
か
。
最
後
の
オ
チ
が

と
て
も
愉
快
な
絵
本
。

「33年に一度のご開帳」
織幡花見寺の仏像

八
角
形
の
独
特
の
宝
冠
を
載
せ

て
い
ま
す
。
宝
冠
に
は
正
面
に

阿
弥
陀
像
、
他
面
に
聖
観
音
の

梵ぼ
ん

字じ

を
鋳
出
し
て
い
ま
す
。

　

銅
造
十
一
面
観
音
菩
薩
像
は
、

11
の
化け

仏ぶ
つ
を
頭
上
に
載
せ
て
い

ま
し
た
が
、
3
面
を
失
い
、
ま

た
1
面
は
本
体
か
ら
分
離
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
化
仏
と
両
腕

は
別
鋳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ふ
く
よ
か
な
観
音
像

　

一
方
、
木
造
十
一
面
観
音
菩

薩
立
像
で
す
が
、
小
柄
な
人
の

背
丈
ほ
ど
で
、
全
体
に
ふ
く
よ

か
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
頭
部

と
胴
体
を
1

本
の
カ
ヤ
材

で
造
っ
た
一

木
造
の
木
像

で
、
頭
上
の

化
仏
や
両
腕
、
足
先
は
別
材
で

矧は

ぎ
付
け
て
あ
り
ま
す
。
頭
部

正
面
に
阿
弥
陀
像
を
配
し
、
そ

の
他
頭
上
に
化
仏
を
廻
ら
せ
て

い
ま
す
。
胸
元
に
は
、
墨
で
胸
き
ょ
う

飾し
ょ
くを
描
い
て
い
ま
す
。
全
体
的

に
素
朴
で
、
衣
の
表
現
が
曖
昧

で
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
伝
統
的

な
技
法
を
身
に
付
け
た
仏
師
の

手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ

け
の
仏
像
を
今
日
に
伝
え
る
織

幡
の
花
見
寺
と
は
ど
の
よ
う
な

寺
で
あ
っ
た
の
か
、
た
い
へ
ん

興
味
が
持
た
れ
ま
す
。

₈月25日自分でつくると おいしー
　山田児童館でちびっ子
料理教室が開催されまし
た。今回のメニューは夏
の定番涼（料）理、冷や
し中華。子どもたちは講
師と楽しくおしゃべりし
ながらも、手際よく調理
し、おいしい冷やし中華
ができました。

₈月14日地区の宝 夏祭り

₈月21日・23日楽しく！元気に！
　養護老人ホームひまわ
り苑にボランティア団体
が慰問に訪れました。21
日は「根っこ座」が人形
劇を、23日には「楽しく
生きよう演芸クラブ」が
自慢の芸をそれぞれ披露
し、お年寄りたちを楽し
ませました。

　市内では唯一、地区の
お祭りで花火大会が行わ
れる荒北地区の夏祭りが
開催されました。うなぎ
や鮎のつかみ捕り、子ど
も神輿など、どこか懐か
しい手作りの催しに祭り
会場は多くの人で賑わい
ました。

₈月10日地域を守る防犯パトロール
　小見川区の防犯ボラン
ティア「あんしんわがま
ち防犯パトロール隊」が、
区内の青少年相談員と合
同で防犯パトロールを実
施しました。同隊は、平
成 15 年に発足以降、警
察署と連携し夜間のパト
ロールを行っています。

▲左から銅造観世音菩薩立像・銅造阿弥陀如来立像・銅造薬
師如来立像・銅造十一面観世音菩薩立像

黒部川沿いにひまわり満開
　子育て支援団体「マ
マーズクラブ」の親子や
近所のボランティアの人
たちが、雑草などで荒れ
ていた花壇の手入れをし
て、種まきや草抜き、毎
日の水やりなど、愛情を
込めて育てたひまわりが
満開になりました。

▲木造十一面観世
　音菩薩立像
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学
校
（
東
金
市
家
之
子
1�

0�

5�

9
）

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
小

論
文
、
面
接

■
願
書
受
付　

9
月
25
日
㈫
～

10
月
11
日
㈭

■
合
格
発
表　

11
月
8
日
㈭

問
千
葉
県
農
業
大
学
校

　
　
　

0
4
7
5

（52）
5
1
2
1

HPhttp://w
w
w
.pref.chiba.

lg.jp/noudai/

　

献
血
は
、
最
も
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
あ
な
た
の
わ
ず
か

な
時
間
で
、
救
え
る
命
が
あ
り

ま
す
。
献
血
で
生
き
る
力
を
分

け
て
く
だ
さ
い
。

　

体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
は
、

安
全
性
の
高
い
血
液
の
確
保
の

た
め
に
、
4
0
0
㎖
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
成
分
献
血
は
行

い
ま
せ
ん
。

◇
10
月
1
日
㈪　

10
時
～
12
時

30
分　

栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
10
月
4
日
㈭　

10
時
～
11
時

20
分　

J
A
か
と
り
本
店
（
山

田
区
）・
13
時
15
分
～
16
時　

山
田
区
事
務
所

問
生
活
福
祉
課
☎
（50）
1
2
0
9

山
健
康
福
祉
課
☎
（78）
2
1
4
2

栗
健
康
福
祉
課
☎
（75）
3
0
0
0

　

目
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に

千
葉
県
眼
科
医
会
会
員
が
お
答

え
し
ま
す
。
事
前
予
約
不
要
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
8
日
㈷　

9
時

～
17
時

■
相
談
電
話
番
号

☎
0
4
3
（
2
4
2
）
4
2
7
1

問
千
葉
県
眼
科
医
会
事
務
局

☎
0
4
3
（
2
7
5
）
2
3
5
4

　

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

（
登
記
・
戸
籍
・
国
籍
・
供
託
・

人
権
す
る
関
す
る
も
の
）
を
開

設
し
ま
す
。

◇
9
月
29
日
㈯　

10
時
～
16
時

　

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
弁
天
3
︲
7

︲
7
）

◇
10
月
28
日
㈰　

10
時
～
16

時　

船
橋
駅
前
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
（
船
橋
市
本
町
1
︲
3
︲

1
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル
5
階
）　

両
日
と
も
、
受
付
は
15
時
30
分

ま
で
、
予
約
不
要
、
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守

問
千
葉
地
方
法
務
局

☎
0
4
3
（
3
0
2
）
1
3
1
1

■
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種

（
全
種
）・
丙
種

■
試
験
日　

11
月
25
日
㈰

■
試
験
会
場　

県
立
小
見
川
高

校

■
願
書
受
付
期
間
・
場
所　

10

月
9
日
㈫
～
17
日
㈬
・
香
取
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
（
野
田
53
）

■
受
験
者
講
習
会　

10
月
19
日

㈮
・
佐
原
中
央
公
民
館

問
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

　

県
で
は
、
中
央
労
働
金
庫
と

提
携
し
、
中
小
企
業
で
働
い
て

い
る
人
お
よ
び
離
職
し
た
人
に

生
活
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い

ま
す
。

︻
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
人（
療

養
費
、
住
宅
補
修
費
、
教
育
費
、

冠
婚
葬
祭
費
な
ど
）︼

■
融
資
限
度
額　

1
0
0
万
円

■
金
利　

年
2
・
2
％
（
他
に

保
証
料
率
0
・
8
％
）

■
返
済
期
間　

5
年
以
内

︻
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
育
児
・

介
護
休
業
中
の
人
（
賃
金
の
減

少
に
よ
り
生
活
上
必
要
と
す
る

資
金
）︼

■
融
資
限
度
額　

50
万
円
（
休

業
期
間
3
カ
月
以
下
）
ま
た
は

1
0
0
万
円
（
休
業
期
間
3
カ

月
超
）

■
金
利　

年
1
・
9
％
（
他
に

保
証
料
率
0
・
8
％
）

■
返
済
期
間　

5
年
以
内

︻
離
職
し
た
人
（
現
に
求
職
活

動
を
行
っ
て
い
る
人
で
、
離
職

後
18
カ
月
以
内
の
人
な
ど
）︼

■
融
資
限
度
額　

30
万
円
ま
た

は
20
万
円
（
併
用
化
）

■
金
利　

年
1
・
5
％
（
他
に

保
証
料
率
0
・
8
％
）

■
返
済
期
間　

3
年
以
内

※
融
資
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
日
時　

9
月
27
日
㈭
15
時
～

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　
﹁
お
し
っ
こ
で
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
（
高
齢
者
の
排

尿
障
害
に
つ
い
て
）﹂　

講
師
：

東
條
雅
季
先
生
（
県
立
佐
原
病

院
泌
尿
器
科
部
長
）

■
入
場
料　

無
料
、
予
約
不
要

問
県
立
佐
原
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

10
月
6
日
㈯　

14
時

～
17
時

■
場
所　

パ
レ
ス
大
藤

■
内
容　

知
っ
て
お
き
た
い
肝

臓
が
ん
の
治
療
法　

講
師
：
横

須
賀
収
先
生
（
千
葉
大
学
医
学

部
付
属
病
院
腫
瘍
内
科
教
授
）

■
入
場
料　

無
料
、
予
約
不
要

問
県
立
佐
原
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

毎
月
第
2
日
曜
日

9
時
～
正
午

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

開
催
月
の
第
1

日
曜
日
17
時
ま
で

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

が
交
付
さ
れ
ま
す

問
小
見
川
消
防
署

　
　
　
　
　
　

☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

■
職
種　

看
護
師
・
看
護
学
校

進
学
を
予
定
し
て
い
る
准
看
護

師■
採
用
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
証
、

准
看
護
師
免
許
証
を
有
す
る
人

■
業
務
内
容　

病
棟
勤
務

■
応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真

貼
付
）、
看
護
師
免
許
証
・
准

看
護
師
免
許
証
の
写
し
を
提
出

（
持
参
ま
た
は
郵
送
）

■
受
付
期
間　

随
時

■
締
め
切
り　

第
1
期
9
月
30

日
㈰
・
第
2
期
12
月
20
日
㈭

問
国
保
小
見
川
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
3
1
6
1

　

優
れ
た
実
践
的
農
業
技
術
者

や
専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
し

た
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

農
学
科
40
人
・

研
究
科
約
10
人

■
受
験
資
格　

▽
農
学
科
⋮
高

校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

20
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
研
究
科
⋮
都
道
府
県
の
農
業

大
学
校
の
農
学
科
な
ど
を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
平
成
20
年
3
月

に
卒
業
見
込
み
の
人
な
ど

■
選
考
期
日　

10
月
30
日
㈫

■
選
考
場
所　

千
葉
県
農
業
大

お知らせ

【暮らしの情報】

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

危
険
物
取
扱
者
試
験

講座
教室

親
子
と
成
人
の
保
健

10
月
1
日
～
31
日

■
4
カ
月
児
健
診

小
…
26
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
15
分
（
平
成
19
年
6
月
生
）

栗
…
16
日
㈫ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
19
年
5
・
6
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

佐
…
10
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
11
・
12
月
生
）

小
…
5
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
15
分
（
平
成
18
年
12
月
生
）

栗
…
16
日
㈫ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
11
・
12
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
…
17
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
4
月
生
）

小
…
16
日
㈫ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
18
年
3
・
4
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

山
…
12
日
㈮ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
17
年
4
・
5
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

佐
…
16
日
㈫ 

13
時
〜
13
時
15
分
（
平
成
16
年
4
月
生
）

小
…
17
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30
分
（
平
成
16
年
5
・
6
月
生
）

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

佐
…
18
日
㈭ 

13
時
15
分
〜
13
時
30
分

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
…
2
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
13
時
50
分　

小
…
18
日
㈭ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

山
…
2
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
10
日
㈬ 

13
時
30
分
〜
14
時

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

佐
…
26
日
㈮ 

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

■
三
種
混
合
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　
　

小
…
3
日
㈬
・
30
日
㈫ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

山
…
2
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
17
日
㈬ 

13
時
30
分
〜
14
時

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
…
18
日
㈭ 

12
時
30
分
〜
13
時
45
分

山
…
小
見
川
総
合
病
院
で
接
種　
　

栗
…
10
日
㈬ 

13
時
30
分
〜
14
時

佐
…
3
日
㈬ 

13
時
〜
14
時
30
分　

小
…
1
日
㈪ 

9
時
30
分
〜
16
時

山
…
22
日
㈪ 

9
時
〜
16
時　
　
　

栗
…
22
日
㈪ 

13
時
〜
14
時
30
分

佐
…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

小
…
4
・
10
カ
月
児
検
診
：
福
祉
セ
ン
タ
ー　

そ
の
他
：
小
見
川
区
事
務
所

山
…
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

栗
…
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。（　

）内
は
今
回
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　
　

☎
(50)
1
2
3
5　

小
健
康
福
祉
課　
　

☎
(82)
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(78)
2
1
4
2　

栗
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(75)
3
0
0
0

成
人
の
健
康
相
談

親
子
の
健
康
相
談
と
予
防
接
種

各
区
の
開
催
場
所

応
急
手
当

救
命
講
習
会

暮
ら
し
の

情
報

2007. September

9
月       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23 24 25 26 27 28 29

 30

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

看
護
職
員

献
血
に
ご
協
力
を

千
葉
県
農
業
大
学
校

推
薦
入
学
生

目
の
愛
護
デ
ー

電
話
相
談
の
開
催

募集

県
立
佐
原
病
院

が
ん
セ
ミ
ナ
ー

労
働
者
福
祉
資
金

融
資
制
度
の
ご
案
内

法
務
局

な
ん
で
も
相
談
所
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問
千
葉
県
雇
用
労
働
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
7
4
1

中
央
労
働
金
庫

0
1
2
0
︲
8�

6
︲
6
9
5
6

　

㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
と
㈶
千

葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
で

は
、
犬
・
猫
に
不
妊
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
る
人
に
、
手
術
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
1
世

帯
あ
た
り
1
頭
の
み
で
、
助
成

額
は
5
0
0
0
円
で
す
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　

応
募
要
項
は
㈳
千
葉
県
獣
医

師
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
動

物
病
院
に
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み　

9
月
20
日
㈭
～

26
日
㈬
に
直
接
、
㈳
千
葉
県
獣

医
師
会
へ
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

問
㈳
千
葉
県
獣
医
師
会

☎
0
4
3
（
2
3
2
）
6
9
8
0

㈶
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

☎
0
4
3
（
2
1
4
）
7
8
1
4

　

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
や
富

津
館
山
道
路
な
ど
が
さ
ら
に
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
を
対
象
に
通
行
料
金
を
割
り

引
き
し
ま
す
。

︻
特
定
区
間
割
引
︼

■
内
容　

浮
島
Ｉ
Ｃ
・
首
都
高

速
道
路
～
東
関
道
・
新
空
港
道

（
富
里
、
成
田
、
大
栄
、
佐
原

香
取
、
潮
来
、
新
空
港
）、
千

葉
東
金
道
路
（
山
武
成
東
、
松

尾
横
芝
）
の
8
つ
の
Ｉ
Ｃ
間
の

料
金
を
﹁
湾
岸
ル
ー
ト
料
金
＋

5
0
0
円
程
度
（
普
通
車
の
場

合
）﹂
に
終
日
割
引

■
割
引
期
間　

9
月
25
日
㈫
～

︻
特
定
区
間
割
引
＋
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
時
間
帯
割
引
︼

■
内
容　
﹁
特
定
区
間
割
引
﹂

と
﹁
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
時
間
帯
割

引
＝
6
時
～
9
時
・
17
時
～
20

時
の
間
、
普
通
車
1
5
0
0
円

（
通
常
の
5
割
引
き
）﹂
を
同
時

実
施

■
割
引
期
間　

10
月
29
日
㈪
～

　

詳
し
く
は
、
首
都
圏
の
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
さ

ま
セ
ン
タ
ー（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
5
7
0
（
0
2
4
）
0
2
4

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
）

☎
0
3
（
5
3
3
8
）
7
5
2
4

HPhttp://w
w
w
.driveplaza.

com
/dp/E

T
C

　

今
年
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
事
業
推
進
協
議
会
、
黒

部
川
を
ふ
る
さ
と
に
す
る
会
、

文
化
協
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り

﹁
小
見
川
再
発
見
・
黒
部
川
を

知
ろ
う
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

黒
部
川
の
今
昔
の
写
真
の
展
示

や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し

て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
14
日
㈰　

10
時

～
15
時
ま
で

■
場
所　

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
小
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

☎
（80）
1
1
0
0

　

7
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
14
日
㈰　

9
時

30
分
～

■
場
所　

小
見
川
北
小
学
校
体

育
館

■
入
場
料　

無
料

※
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
な
ど
の
出

演
者
も
募
集
中
（
出
演
無
料
）

　

ま
た
、
現
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ミ
ニ

マ
ム
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
新
井

田
豊
氏
と
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
畑
山
隆
則
氏
の
サ
イ
ン
色
紙

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
に
限
り
あ

り
）。
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
見
川
北
小
学
校　

木
内

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
2
6
9
2

　

道
の
駅
く
り
も
と
が
最
も
得

意
と
す
る
秋
。
収
穫
体
験
の
ほ

か
に
、
焼
酎
﹁
紅
小
町
﹂
な
ど

酒
類
の
販
売
も
い
よ
い
よ
開

始
。
お
楽
し
み
フ
ェ
ア
ー
も
開

催
し
ま
す
。

■
期
日　

9
月
22
日
㈯

■
場
所　

道
の
駅
く
り
も
と

■
内
容　

い
も
掘
り
、栗
拾
い
、

酒
類
販
売
フ
ェ
ア
ー
な
ど

問
道
の
駅
く
り
も
と

�

☎
（70）
5
1
5
1

■
日
時　

10
月
7
日
㈰　

8
時

～
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

　

山
倉
の
寺
を
巡
り
、
自
然
を

背
景
に
お
茶
と
音
楽
を
満
喫
。

ゆ
っ
た
り
流
れ
る
と
き
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
7
日
㈰　

13
時

（
献
茶
）
～
18
時

■
場
所　

山
倉
大
六
天
観
福

寺
・
東
泉
寺
（
山
倉
）

■
内
容　

シ
ャ
ン
ソ
ン
（
府
馬

和
歌
子
ほ
か
）、
筝
（
生
田
流
・

涼
陽
会
）、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
（
高

野
洋
彦
・
悦
子
）

■
参
加
費　

茶
席
（
3
席
）
1

席
5
0
0
円
、
小
・
中
・
高
生

1
席
3
0
0
円

問
伽か

瑠る

茶ち
ゃ

倶く

楽ら

部ぶ

�

☎
（79）
2
8
0
2

　

前
進
座
に
よ
る
出
前
芝
居
を

開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
7
日
㈰　

14
時

開
場　

14
時
30
分
開
演

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
公
演
内
容　
﹁
く
ず
～
い
屑

屋
で
ご
ざ
い
︱
古
典
落
語
﹁
井

戸
の
茶
碗
﹂
よ
り
︱
﹂

■
入
場
料　

大
人
前
売
3�

0�

0�

0�

円
（
当
日
3�

5�

0�

0�

円
）、

小
中
学
生
前
売
・
当
日
と
も
1�

5�

0�

0�

円

■
入
場
券
販
売
所　
︻
佐
原
区
︼

虎
屋
菓
子
舗
、
忠
敬
茶
屋
、
小

松
呉
服
店
、
佐
原
駅
前
観
光
案

内
所
、︻
山
田
区
︼
ミ
ニ
ミ
ニ

ス
ト
ア
ー
林
︻
小
見
川
区
︼
須

田
本
店

問
前
進
座
出
前
芝
居
﹁
く
ず
～

い
屑
屋
で
ご
ざ
い
﹂
公
演
実
行

委
員
会
事
務
局　

高
橋

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
2
4
1
3

ま
た
は
橋
沢　

☎
（59）
1
1
5
1

　

香
取
・
海
匝
地
区
の
小
中
高

校
・
一
般
21
団
体
の
吹
奏
楽
の

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
7
日
㈰　

10
時

30
分
～
16
時

■
場
所　

銚
子
市
青
少
年
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
（
銚
子
市
）

■
入
場
料　

2
0
0
円
（
全
席

自
由
）

問
小
見
川
高
校　

小
川

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
2
1
4
6

■
日
時　

9
月
22
日
㈯　

10
時

～
15
時

■
場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
（
富
里
市
御
料
7
0
9

︲
1
）

■
内
容　

犬
の
し
つ
け
方
実

演
、
障
害
物
競
走
、
救
助
犬
実

演
、
乗
馬
体
験
、
動
物
相
談
な

ど問
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
4
7
6

（93）
5
7
1
1

HPhttp://w
w
w
.pref.chiba.

jp/syozoku/c_eisi/aigo/

市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113

山田区事務所　   ₉月26日㈬　予約日₉月18日㈫
市役所　　　　　10月10日㈬　予約日10月₃日㈬
小見川区事務所　10月24日㈬　予約日10月17日㈬

●行政相談・人権相談
　₉月20日㈭　　13時30分〜15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138
　10月19日㈮　　13時30分〜15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138　　小市民環境課　☎(82)1114
　山市民環境課　☎(78)2113　　栗市民環境課　☎(75)2113
●消費生活相談　₉時〜17時

市民生活課　　₉月27日㈭・10月11日㈭　☎(54)1138
小市民環境課　₉月20日㈭・10月4日㈭・18日㈭　☎(82)1114

●交通事故相談　10時〜15時　要予約
　環境安全課　　₉月25日㈫・10月₉日㈫　☎(50)1248
小市民環境課　₉月20日㈭・10月18日㈭　☎(82)1123

●心配ごと相談　10時～15時
　社会福祉協議会栗源支所　₉月20日㈭・10月18日㈭　☎(75)2118
　社会福祉協議会本所　　　　₉月27日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所　10月₄日㈭　☎(83)7071
　社会福祉協議会山田支所　　10月11日㈭　☎(78)1056

● 精神保健福祉相談(要予約)　₉月18日㈫・10月₃日㈬・11日㈭・
　23日㈫　13時30分〜
● エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料・要予約)
　10月₈日㈪・10月22日㈪　13時〜14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₉月27日㈭・10月25日㈭
　☎(52)9157

催し

【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分〜16時30分　

法律相談 市民対象  ₉時30分〜14時  予約は市民生活課　☎（54）1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで　☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

犬
・
猫
不
妊
去
勢

手
術
費
用
を
一
部
助
成

東
部
地
区
吹
奏
楽
祭

な
か
よ
し
動
物

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

お
月
見
会

出
前
芝
居
﹁
く
ず
～

い
屑
屋
で
ご
ざ
い
﹂

小
見
川
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

小
見
川
北
地
区
芸
能
祭

道
の
駅
く
り
も
と

秋
の
味
覚
祭
り
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人口と世帯
₉月₁日現在
人　口／87,438人（−92）
　　　男43,300人（−49）
　　　女44,138人（−43）
世帯数／29,064戸（− 1）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

手
の
平
で
握
り
確
か
む
早わ

せ生
垂た

り
ほ穂

背
割
れ
し
稔
り
今
日

刈
り
ご
ろ
か�

宮
崎　

弘
（
白
井
）

ば
ら
の
花
に
来
て
止
り
た
る
白
き
蝶
風
に
吹
か
れ
て
ま

た
舞
い
上
り�

香
取　

き
み
（
佐
原
イ
）

つ
ゆ
晴
れ
の
庭
に
真
紅
の
百
合
の
花
ダ
イ
ヤ
の
如
く
光

る
と
き
あ
り　

�

大
橋　

と
き
（
沢
）

味
付
け
は
目
分
量
な
る
に
教
え
て
と
言
わ
れ
て
笑
う
企

業
秘
密
と　
　
　
　
　
　
　
　

人
見　

羽
津
江
（
小
見
川
）

新
聞
の
短
歌
に
魅
せ
ら
れ
拙
な
く
も
歌
詠
み
つ
づ
く
老

い
の
生
き
甲
斐　

�

土
方　

と
し
子
（
み
ず
ほ
台
）

今月の納期限
10月₁日㈪

₉月30日が日曜日のため

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

（第₃期）

（第₆期）

（第₆期）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

三み
と
せ年
前
に
地
震
で
止
り
し
大
時
計
再ま

た度
の
地
震
で
時
を

刻
み
ぬ�

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

評
・
古
い
家
に
は
祖
父
の
代
か
ら
伝
わ
る
大
時
計
が
あ
る
と
聞
く
。

一
度
止
っ
た
時
計
が
魂
の
復
活
の
よ
う
に
再
度
の
地
震
で
時
を
刻

み
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
、
災
害
に
遇
わ
れ
た
方
々
を
励
ま
す
よ
う

に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

側
髙
の
山
降
り
分
け
し
夕
立
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

�

多
田　

た
け
（
大
倉
）

評
・
北
総
に
は
山
ら
し
い
山
は
無
い
が
、
中
で
も
側
髙
神
社
の
山

は
髙
い
。
農
家
の
人
達
は
側
髙
の
森
に
架
か
る
雲
で
秋
の
取
り
入

れ
の
天
気
を
予
想
し
た
、
と
言
う
。
い
ま
そ
の
山
を
夕
立
が
降
り

分
け
て
い
る
、
と
作
者
は
観
て
詠
ん
だ
。

別
人
に
な
り
切
っ
て
ゐ
る
サ
ン
グ
ラ
ス

�

嶋
田　

昭
三
（
佐
原
イ
）

一
村
の
田た

ず
ら面

の
風
や
祭
り
旗

�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

出し
っ
す
い穂

や
風
や
は
ら
か
く
渡
り
け
り

�

長
嶋　

紀
一
（
新
里
）

千
の
風
口く

ち
ず
さ遊
み
つ
つ
墓
洗
ふ　

�

髙
岡　

寿
々
む
（
神
生
）

敬
老
日
背
丈
ニ
セ
ン
チ
消
え
失
せ
り

�

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
川
）

【市民のひろば】

1歳
9カ月

パ
パ 

大
輔
さ
ん
／
マ
マ 

里
奈
さ
ん

●
鴇と

き

田た 

寛ひ
ろ

人と

く
ん(

伊
地
山)

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ト
ト
ロ
が
大
好
き

♥
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
だ
よ
★

1歳
10カ月

パ
パ 

俊
克
さ
ん
／
マ
マ 

由
利
子
さ
ん

●
菅す

が

井い 

百も
も

華か

ち
ゃ
ん(

神
生)

大
好
物
は
メ
ロ
ン
♥
ネ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
ハ
イ
ポ
ー
ズ
!!

　つなひきの大好きな年長
さん。運動会に向かってが
んばっています。年長児（₅歳児）らいおん組

ギャラリーギャラリー

たまつくり保育所

力自慢の年長組

1歳
10カ月

●
瀨せ

尾お 

歩あ
ゆ

叶と

く
ん(

佐
原
ロ)

パ
パ 

知
之
さ
ん
／
マ
マ 

友
里
さ
ん

ス
テ
ィ
ッ
チ
大
好
き
♥
海
・
プ
ー

ル
・
花
火
大
会
今
年
は
い
っ
ぱ
い

で
か
け
た
よ
！

よ
く
食
べ
よ
く
遊
び
イ
タ
ズ
ラ

ば
か
り
し
て
い
る
オ
レ
で
す
♥

●
伊い

藤と
う 

爽さ

泉い

音お
ん

く
ん(
谷
中)

パ
パ 

信
久
さ
ん
／
マ
マ 

奈
津
子
さ
ん

1歳
10カ月

　

一
般
、
女
性
、
子

ど
も
の
部
で
競
い
ま

す
。
競
技
終
了
後
は
、
石
川
優

美
子
プ
ロ
に
よ
る
ル
ア
ー
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

小
学
4
年
生
以
上

■
日
時　

10
月
14
日
㈰　

6
時

か
ら
ボ
ー
ト
艇
庫
（
く
ろ
べ
運

動
公
園
入
口
）
で
受
付
（
雨
天

決
行
）

■
場
所　

黒
部
川
（
新
開
橋
～

ふ
れ
あ
い
橋
）

■
参
加
費　

▽
高
校
生
・
一
般

1
6
0
0
円
（
当
日
2
0
0
0

円
）　

▽
女
性
・
小
学
4
年
生

～
中
学
生　

8
0
0
円
（
当
日

1
0
0
0
円
）

問
小
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
1
7

高
橋
釣
具
店　

☎
（82）
3
2
1
9

釣
具
の
つ
く
ば
屋

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
3
8
8

さ
わ
ら
青
空
市

　

さ
わ
ら
青
空
市
で
は
、
9

月
29
日
㈯
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

旬
の
野
菜
や
果
物
・
手
作

り
の
加
工
品
・
衣
類
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
目
玉
商
品
を
と

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
品
を
お
買
い

求
め
い
た
だ
い
た
人
が
参
加

で
き
る
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

9
月
29
日
㈯　

9

時
～
正
午

■
場
所　

佐
原
駅
前
商
店
街

ま
ゆ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

　

な
お
、
9
月
15
日
㈯
も
通
常

の
青
空
市
を
開
催
し
ま
す
。

※
さ
わ
ら
青
空
市
は
、
毎
月
第

1
・
第
3
土
曜
日
（
1
月
の
第

1
土
曜
日
を
除
く
）
の
9
時
～

正
午
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す

問
農
政
課　
　

☎
（50）
1
2
5
8

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2▲何が出るかな？ガラポン抽選会

黒部川ブラックバス
　　　おか釣り大会

▲石川優美子プロ

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
感
謝
祭

　

9
月
、
夏
の
終
わ
り
と
と
も

に
訪
れ
る
新
し
い
季
節
、
秋
。

各
地
の
小
学
校
、
中
学
校
か
ら

は
運
動
会
、
体
育
祭
の
練
習
が

始
ま
り
、
取
材
に
出
か
け
る
と
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞

こ
え
ま
す
。
僕
も
学
生
の
こ
ろ

は
学
校
行
事
の
楽
し
み
の
一
つ

で
、
特
に
運
動
会
は
お
祭
り
の

よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
体
を
動
か
し
て
も
筋
肉
痛

な
ど
な
ら
な
か
っ
た
学
生
時
代
。

取
材
で
出
か
け
る
と
い
っ
て
も
、

ほ
と
ん
ど
が
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の

毎
日
で
、
休
日
少
し
体
を
動
か

す
だ
け
で
体
が
痛
く
な
る
始
末

で
す
。
少
し
で
も
運
動
を
し
て
、

子
ど
も
の
運
動
会
で
は
か
っ
こ

い
い
お
父
さ
ん
の
姿
を
見
せ
ら

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｈ
）


